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課題研究

自ら課題を見付けて
研究を深める「ラボ」で
社会で生きる学力を育む

◎校是は「和敬、自彊、飛翔」。大学
進学後に必要な力の育成を目指して、
１９９６年度に「京都こすもす科」を設置。
２００６年度に学力向上フロンティア事業
の研究指定、１２年度にＳＳＨの指定を
受け、国家や社会を担うリーダーとして、
国際社会の平和と発展に寄与する人間
の育成を目指す。

国公立大は、北海道大、東北大、東京大、
京都大、大阪大、神戸大、九州大、京
都府立医科大などに１６５人が合格。私
立大は、慶應義塾大、上智大、早稲田大、
同志社大、立命館大、関西大、関西学
院大などに延べ６４８人が合格。

設立

形態

生徒数

1２年度入試合格実績（現浪計）

１９４１（昭和１６）年

全日制／普通科・京都こすもす科／共学

１学年約340人

住所
　

電話

Web Site

〒616-8226
京都府京都市右京区常盤段ノ上町15

075-871-0723

181
指導変革の

成果実践背景

◎難関大合格にとど
まらず、学びへの探
究心を持ち、国際社
会で活躍できるリーダ
ーの育成を目指す

変革のステップ

◎課題研究を軸に、
課題探究力や論理的
思考力を育成。ＳＳＨ
指定を受け、不断の
改革を進める

◎学びに対する探究
心や意欲が深まり、
難関大の進学実績も
向上。高い志望に挑
戦する気概も生まれる

http://www.kyoto-be.ne.jp/sagano-hs/

京都府立

嵯峨野高校

　

京
都
府
立
嵯
峨
野
高
校
の
「
京
都
こ
す
も
す
科
」
は
、

普
通
科
目
を
基
礎
と
し
、
そ
れ
ら
を
深
く
発
展
さ
せ
た

専
門
教
育
を
行
う
専
門
学
科
だ
。「
大
学
の
研
究
ス
タ

イ
ル
を
高
校
教
育
に
取
り
入
れ
る
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
の
下
、
１
９
９
６
年
度
に
京
都
府
の
教
育
改
革
の
一

環
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
背
景
に
は
、「
公
立
高
校
の

魅
力
を
更
に
高
め
る
起
爆
剤
に
し
た
い
」
と
い
う
教
育

委
員
会
の
方
針
が
あ
っ
た
。
当
時
、
京
都
府
の
公
立
高

校
入
試
で
は
総
合
選
抜
制
度
が
採
ら
れ
て
い
た
が
、
京

都
こ
す
も
す
科
で
は
、
意
欲
と
能
力
が
よ
り
高
い
生
徒

を
迎
え
る
た
め
、
府
下
全
域
か
ら
募
集
が
行
わ
れ
た
。

　

新
学
科
設
置
を
機
に
、
教
育
内
容
は
一
新
さ
れ
た
。

京
都
こ
す
も
す
科
は
人
文
社
会
、
国
際
文
化
、
自
然
科

学
の
３
系
統
と
し
、
課
題
研
究
や
外
部
講
師
に
よ
る
講

演
会
を
中
心
と
す
る
探
究
活
動
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
軸

と
し
た
。
大
学
で
の
学
び
に
必
要
と
さ
れ
る
課
題
探
究

力
や
研
究
手
法
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
一
方
、
普
通
科
は
Ⅰ
・
Ⅱ
類
と
し
、
Ⅰ
類
は
い
わ

ゆ
る
普
通
の
公
立
高
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
Ⅱ
類
は
京

都
こ
す
も
す
科
に
準
じ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
た
。

　

京
都
こ
す
も
す
科
は
、
１
期
生
か
ら
顕
著
な
進
路
実

績
を
挙
げ
た
。
例
年
20
人
程
度
だ
っ
た
国
公
立
大
合

格
者
数
は
、
１
期
生
が
卒
業
し
た
99
年
度
入
試
で
は

１
０
０
人
を
超
え
、
府
内
公
立
高
校
ト
ッ
プ
の
実
績
を

挙
げ
る
ま
で
に
至
っ
た
。
浪
人
す
る
卒
業
生
は
10
％
以

「
京
都
こ
す
も
す
科
」の
新
設
で

府
下
有
数
の
公
立
進
学
校
に
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の研究指定、１２年度にＳＳＨの指定を
受け、国家や社会を担うリーダーとして、
国際社会の平和と発展に寄与する人間
の育成を目指す。
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京都大、大阪大、神戸大、九州大、京
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指導変革の

成果実践背景

◎難関大合格にとど
まらず、学びへの探
究心を持ち、国際社
会で活躍できるリーダ
ーの育成を目指す

変革のステップ

◎課題研究を軸に、
課題探究力や論理的
思考力を育成。ＳＳＨ
指定を受け、不断の
改革を進める

◎学びに対する探究
心や意欲が深まり、
難関大の進学実績も
向上。高い志望に挑
戦する気概も生まれる

http://www.kyoto-be.ne.jp/sagano-hs/

京都府立

嵯峨野高校

下
と
な
り
、「
現
役
合
格
を
目
指
す
進
学
校
」
と
い
う

評
価
が
、
地
域
に
定
着
し
て
い
っ
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
専
門
学
科
新
設
と
い
う
第
一
の
改
革

に
続
く
、第
二
の
改
革
が
２
０
０
６
年
度
に
始
ま
っ
た
。

05
年
頃
か
ら
生
徒
や
保
護
者
の
難
関
大
へ
の
関
心
が
高

ま
り
、
難
関
大
を
よ
り
意
識
し
た
指
導
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。小
川
雅
史
副
校
長
は
こ
う
話
す
。

　
「
難
関
大
の
合
格
実
績
で
高
校
の
教
育
活
動
の
評

価
を
さ
れ
る
の
は
、
厳
然
た
る
事
実
で
す
。
地
域
の

期
待
に
応
え
る
た
め
に
、
更
な
る
実
績
の
向
上
を
目

指
す
の
は
必
然
的
な
流
れ
で
し
た
」

　

難
関
大
合
格
者
を
増
や
す
と
い
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で

京
都
こ
す
も
す
科
が
目
指
し
て
き
た
「
大
学
進
学
後
を

見
据
え
た
真
の
学
力
の
育
成
」
と
い
う
方
針
に
変
わ
り

は
な
か
っ
た
。
同
校
に
は
、
真
の
学
力
の
育
成
と
進
学

実
績
の
向
上
は
相
反
し
な
い
と
い
う
確
信
が
あ
る
。
進

路
指
導
部
長
の
玉
村
岳た

け
し

先
生
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
真
の
学
力
の
育
成
と
難
関
大
合
格
と
い
う
と
、

二
兎
を
追
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
本
校
で
は
相
反
し
な
い
と
捉
え
て
い
ま
す
。
基

礎
・
基
本
の
定
着
の
た
め
に
は
反
復
学
習
な
ど
も
必

要
で
す
が
、
一
方
的
に
知
識
を
伝
え
る
だ
け
で
は
、

生
徒
の
学
ぶ
意
欲
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
自
ら
課

題
を
見
付
け
て
探
究
す
る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と

で
、
生
徒
は
学
び
の
深
さ
、
面
白
さ
を
感
じ
ま
す
。

も
っ
と
学
び
た
い
と
い
う
意
欲
が
芽
生
え
れ
ば
、
生

徒
は
自
ら
学
習
に
向
か
う
よ
う
に
な
り
、
結
果
的
に

難
関
大
の
合
格
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
」

　

こ
の
時
期
に
、
生
徒
と
教
師
の
心
を
１
つ
に
す
る
た

め
に
打
ち
出
さ
れ
た
の
が
、
今
も
同
校
を
貫
く
理
念
で

あ
る
「Sagano D

ynam
ics

」
だ
。
京
都
こ
す
も
す
科

長
の
河
村
早
苗
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
難
関
大
合
格
に
と
ど
ま
ら
ず
、
将
来
、
国
際
社

会
で
活
躍
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
や
、
最
先
端
分
野
で
未

知
の
世
界
を
切
り
拓
い
て
い
く
人
材
の
育
成
が
本
校

の
目
標
で
す
。Sagano D

ynam
ics

は
、
こ
の
実

現
の
た
め
に
、
生
徒
と
教
職
員
が
一
体
と
な
り
、
家

庭
や
地
域
を
は
じ
め
広
く
社
会
の
教
育
力
を
有
効
に

活
用
し
な
が
ら
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
教
育
活
動
を
展

開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
常
に
成
長
を
続
け
る
学
校

で
あ
り
た
い
と
い
う
思
い
の
象
徴
だ
と
思
い
ま
す
」

　

こ
の
頃
、
同
校
の
実
績
と
ビ
ジ
ョ
ン
が
評
価
さ
れ
、

京
都
府
教
育
委
員
会「
学
力
向
上
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
事
業
」

の
研
究
指
定
校
に
も
な
り
、
第
二
の
改
革
は
進
め
ら
れ

て
い
っ
た
。

　

ま
ず
行
っ
た
取
り
組
み
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
編

だ
。
東
京
大
・
京
都
大
入
試
を
見
据
え
、
地
歴
の
２
科

目
対
応
が
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
し
、
難
関
大
入
試
に

対
応
し
た
補
習
も
充
実
さ
せ
た
。

　

教
師
の
意
識
改
革
も
進
め
た
。
教
師
が
同
じ
目
線
で

指
導
に
当
た
れ
る
よ
う
、
①
自
ら
学
ぶ
姿
勢
の
育
成
、

②
難
関
大
に
挑
戦
す
る
気
概
の
育
成
、
③
大
学
の
先
に

あ
る
も
の
を
見
据
え
た
指
導
の
３
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲

げ
た
。
進
路
指
導
で
は
、
生
徒
に
安
易
な
道
を
選
ば
せ

ず
、
高
い
目
標
を
貫
か
せ
る
方
針
を
共
有
し
た
。
当
時

の
校
長
が
「
現
役
合
格
の
数
字
に
は
こ
だ
わ
ら
な
く
て

も
よ
い
」
と
明
言
を
し
た
が
、
そ
れ
で
も
こ
れ
ら
の
方

針
を
教
師
が
受
け
入
れ
る
に
は
葛
藤
が
あ
っ
た
。
研
究

開
発
部
長
の
林
博
之
先
生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

京
都
府
立
嵯
峨
野
高
校

河
村
早
苗
　か
わ
む
ら
・
さ
な
え

教
職
歴
27
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
16
年
目
。
京
都
こ
す

も
す
科
長
。
教
育
推
進
部
長
。「
一
人
ひ
と
り
の
可
能
性

を
見
つ
め
て
、
力
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い
」

京
都
府
立
嵯
峨
野
高
校

林
博
之
　は
や
し
・
ひ
ろ
ゆ
き

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
研
究
開
発

部
長
。「
高
校
生
は
失
敗
し
て
も
許
さ
れ
る
も
の
。
失
敗

を
怖
が
ら
せ
ず
、
質
の
高
い
経
験
を
積
ま
せ
た
い
」

「S
agano D

ynam
ics

」を
掲
げ

真
の
学
力
と
難
関
大
合
格
の
両
立
へ

京
都
府
立
嵯
峨
野
高
校

玉
村
岳
　た
ま
む
ら
・
た
け
し

教
職
歴
27
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
13
年
目
。
進
路
指
導

部
長
。「
学
ぶ
と
は
誠
を
胸
に
刻
む
こ
と
、
教
え
る
と
は

共
に
希
望
を
語
る
こ
と
」

京
都
府
立
嵯
峨
野
高
校
副
校
長

小
川
雅
史
　お
が
わ
・
ま
さ
し

教
職
歴
29
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
18
年
目
。「
常
に
人
を

育
て
る
こ
と
へ
の
熱
い
情
熱
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
の

生
徒
を
大
切
に
し
た
い
」

生
徒
の
高
い
志
望
を
最
後
ま
で
支
援
す
る

進
路
指
導
に
転
換
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「
担
任
は
生
徒
の
可
能
性
を
最
大
限
に
広
げ
た
い

と
思
う
一
方
で
、
高
校
３
年
間
の
成
果
を
形
に
さ
せ

た
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
り
高
い
志
望
を
諦
め

さ
せ
な
い
と
い
う
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
時
は
、
生

徒
や
保
護
者
よ
り
も
、
担
任
が
最
も
不
安
を
感
じ
た

と
思
い
ま
す
」

　

最
後
ま
で
生
徒
を
支
え
る
担
任
を
、
学
校
全
体
で
最

大
限
に
支
援
し
た
。
小
川
副
校
長
は
こ
う
話
す
。

　
「
進
研
模
試
の
デ
ー
タ
な
ど
を
基
に
し
て
進
路
検

討
会
を
行
い
、
時
に
は
進
路
指
導
部
長
が
保
護
者
に

説
明
す
る
な
ど
、
学
校
全
体
で
担
任
を
支
援
す
る
指

導
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
育
て
た
い
生
徒
像
を
共

有
し
た
上
で
、
担
任
に
負
担
を
集
中
さ
せ
ず
、
チ
ー

ム
と
し
て
指
導
し
て
い
く
こ
と
も
、
進
学
実
績
の
向

上
を
支
え
る
大
切
な
要
素
で
す
」

　

06
年
度
ま
で
１
桁
だ
っ
た
京
都
大
合
格
者
は
次
年
度

以
降
10
人
以
上
で
推
移
。
志
望
を
貫
い
て
難
関
大
合
格

を
果
た
す
生
徒
の
増
加
に
伴
い
、
学
校
の
方
針
は
教
師

の
間
に
浸
透
し
、
教
師
も
自
信
を
深
め
て
い
っ
た
。

　

そ
し
て
、
第
三
の
改
革
は
、
学
力
向
上
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
事
業
の
指
定
が
終
わ
っ
た
２
年
後
、
12
年
度
に
Ｓ
Ｓ

Ｈ
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
始
ま
る
。

　

大
学
の
研
究
や
社
会
で
必
要
と
な
る
力
を
よ
り
意
識

し
、
文
理
ど
ち
ら
の
生
徒
に
も
科
学
的
な
素
養
を
身
に

付
け
さ
せ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
で
発
揮
で
き
る
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
育
成
す
る
こ
と
を
重
視
し
た
教
育
内
容

と
し
た
。「
サ
イ
エ
ン
ス
英
語
」「
ロ
ジ
カ
ル
サ
イ
エ
ン

ス
」
な
ど
の
科
目
を
設
け
、
英
語
力
や
論
理
的
思
考
力

を
育
成
。
大
学
と
の
連
携
事
業
、
体
験
を
重
視
し
た
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
英
語
集
中
合
宿
、
各
種
の
コ
ン
テ

ス
ト
へ
の
参
加
な
ど
、
学
び
の
場
を
広
げ
て
い
る
。

　

中
で
も
中
心
と
な
る
の
が
「
ラ
ボ
」
だ
（
図
）。
人

文
社
会
・
国
際
文
化
系
統
で
は「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ラ
ボ
」、

自
然
科
学
系
統
で
は
「
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ラ
ボ
」

と
い
い
、
実
験
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
課
題
研
究
な

ど
を
通
し
て
テ
ー
マ
を
深
め
、
課
題
探
究
力
を
育
成
す

る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
る
。

　

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ラ
ボ
は
、
１
年
生
の
専
門
科
目
だ
。

人
文
社
会
系
統
に
は
文
化
学
ラ
ボ
、
法
学
ラ
ボ
、
国
際

文
化
系
統
に
は
英
語
学
ラ
ボ
、
異
文
化
研
究
ラ
ボ
な
ど

が
あ
り
、
関
心
に
応
じ
て
１
つ
を
選
ぶ
。
週
１
コ
マ
で

研
究
を
行
い
、レ
ポ
ー
ト
や
論
文
に
成
果
を
ま
と
め
る
。

　

例
え
ば
、
文
化
学
ラ
ボ
で
は
、
祇
園
祭
に
つ
い
て
研

究
。
祇
園
祭
山
鉾
保
存
会
に
祭
り
の
歴
史
や
伝
統
継
承

の
意
義
を
取
材
し
た
り
、
着
物
の
専
門
家
に
着
付
け
や

立
ち
居
振
る
舞
い
を
学
ん
だ
り
し
た
。
11
年
度
ま
で
同

ラ
ボ
を
担
当
し
た
河
村
先
生
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
こ
の
ラ
ボ
は
、
外
国
人
に
日
本
文
化
の
底
流
を

語
れ
る
力
の
育
成
を
目
標
に
掲
げ
、
後
半
は
生
徒
自

身
が
テ
ー
マ
を
決
め
て
研
究
し
ま
す
。
課
題
探
究
力

の
育
成
だ
け
で
な
く
、
京
都
と
い
う
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
学
び
を
通
し
て
、
国
際
社
会
に
発
信
で
き

る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
も
目
的
で
す
。
郷
土
の
伝

統
へ
の
見
識
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
に
は
必
要
な
教

養
で
あ
る
と
、生
徒
が
実
感
す
る
場
に
し
て
い
ま
す
」

　

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ラ
ボ
で
は
、
週
２
コ
マ
、
少

人
数
で
自
然
科
学
分
野
の
研
究
を
行
う
。
１
年
生
２
学

期
ま
で
は
、
生
徒
全
員
が
共
通
の
「
基
礎
ラ
ボ
」
に
所

属
し
、
数
学
、
物
理
、
化
学
、
生
物
の
探
究
活
動
に
必

要
な
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
。
１
年
生
後
半
に
は
、
ラ
ボ

を
大
ま
か
に
分
類
し
た
「
ラ
ボ
群
」
に
所
属
し
、
専
門

的
な
研
究
・
実
験
手
法
を
学
び
、
２
年
生
か
ら
ラ
ボ
に

所
属
す
る
。
次
第
に
探
究
型
の
学
び
を
深
め
て
い
き
、

３
年
生
で
は
生
徒
は
個
々
に
研
究
を
行
い
、
成
果
は
論

文
に
ま
と
め
、
発
表
す
る
。

　

生
徒
が
最
も
成
長
を
見
せ
る
の
は
、
数
々
の
研
究
発

表
の
場
だ
（
写
真
）。
２
年
生
後
半
か
ら
は
、
校
内
発

表
会
や
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
い
た
り
、
大
学
主

催
の
研
究
会
や
学
会
に
参
加
し
た
り
す
る
機
会
が
あ

る
。
生
徒
は
発
表
に
向
け
て
準
備
を
す
る
過
程
で
、
大

学
教
員
や
外
部
講
師
な
ど
か
ら
厳
し
い
意
見
を
も
ら

い
、
自
身
の
研
究
の
未
熟
さ
、
発
表
の
つ
た
な
さ
を
自

覚
す
る
と
共
に
、挫
折
を
バ
ネ
に
研
究
を
深
め
て
い
く
。

　
「
生
徒
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
発
表
会
な
ど
初

め
て
の
経
験
ば
か
り
で
不
安
に
陥
り
ま
す
。し
か
し
、

初
体
験
へ
の
不
安
は
、
社
会
に
出
れ
ば
も
っ
と
増
え

＊物事や情報を論理的・構造的に考える思考法のこと

高
校
時
代
こ
そ

初
め
て
の
体
験
に
挑
戦
さ
せ
た
い

自
ら
研
究
テ
ー
マ
を
決
め

研
究
に
必
要
な
こ
と
も
自
分
で
探
す
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て
い
き
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
高
校
時
代
に
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
が
出
来
る
場
を
設
け
て
、
新
し
い
こ
と
に

挑
戦
し
続
け
る
意
欲
と
態
度
を
身
に
付
け
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」（
林
先
生
）

　

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ラ
ボ
で
は
、
家
庭
科
の
教
師

が
食
品
化
学
ラ
ボ
を
、
芸
術
科
の
教
師
が
染
色
科
学
ラ

ボ
を
受
け
持
つ
な
ど
、
理
系
以
外
の
教
師
が
積
極
的
に

か
か
わ
る
の
も
特
徴
の
１
つ
だ
。
教
科
の
枠
を
超
え
て

学
び
を
広
げ
、
深
め
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
。

　

京
都
こ
す
も
す
科
の
取
り
組
み
は
、
普
通
科
に
も
波

及
さ
せ
て
い
る
。
普
通
科
Ⅱ
類
で
は
、
京
都
こ
す
も
す

科
の
大
半
の
専
門
科
目
（
ラ
ボ
を
除
く
）
を
履
修
で
き
、

ロ
ジ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
な
ど
の
共
通
科
目
も
設
置
さ
れ

て
い
る
。
ラ
ボ
を
担
当
す
る
教
師
が
講
演
や
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
な
ど
を
通
し
て
得
た
最
新
の
知
識
は
、
普
通

科
Ⅰ
類
の
授
業
に
も
還
元
し
て
い
る
。
学
校
全
体
で
Ｓ

Ｓ
Ｈ
の
指
定
を
受
け
、
育
て
た
い
生
徒
像
は
同
じ
と
い

う
意
識
が
、
学
校
に
一
体
感
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

実
践
に
よ
り
、
例
え
ば
、
１
つ
の
発
表
を
終
え
る
と
、

直
ち
に
次
の
課
題
を
見
い
だ
そ
う
と
す
る
生
徒
の
姿
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
学
問
へ
の
関
心
が
高
ま

っ
た
」「
大
学
選
択
に
つ
な
が
っ
た
」な
ど
の
声
も
増
え
、

難
関
大
に
果
敢
に
挑
戦
す
る
生
徒
も
目
立
つ
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、同
校
の
改
革
は
終
わ
ら
な
い
。

　
「
時
代
の
要
請
に
応
じ
て
『
変
わ
り
続
け
る
』
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
続
け
て
き
た
の
が

本
校
の
最
大
の
特
長
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
無

理
に
新
た
な
も
の
を
増
や
す
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
本
校
は
、
教
職
員
数
が
特
別
に
多
い
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ま
で
の
個
々
の
教

育
実
践
を
学
校
全
体
の
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
試
み
た
も
の
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
場

合
に
は
取
り
組
み
を
や
め
る
な
ど
、
急
激
な
改
革
に

し
な
い
こ
と
も
意
識
し
て
い
ま
す
」（
玉
村
先
生
）

　

今
後
の
課
題
は
、
論
理
的
な
思
考
を
伴
う
言
語
力
の

育
成
だ
。
自
ら
の
考
え
を
伝
え
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他

人
の
発
表
内
容
を
論
理
的
に
捉
え
て
疑
問
を
投
げ
掛
け

ら
れ
る
力
な
ど
を
育
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
も
、教
師
全
体
の
指
導
力
向
上
を
強
く
意
識
す
る
。

12
年
度
に
は
、
全
教
師
で
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
シ
ン
キ
ン

グ
（
＊
）
を
取
り
入
れ
た
授
業
の
研
修
を
受
け
る
な
ど
、

新
た
な
挑
戦
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
「
今
ま
で
以
上
に
授
業
研
究
、
教
材
研
究
を
行
い
、

自
ら
の
指
導
力
を
磨
い
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
特
に
若
手
の
先
生
に
は
、
今
後
ま
す
ま
す
浸
透

す
る
で
あ
ろ
う
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
指
導
力
を
身
に

付
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
培

っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
若
手
教
師
に
継
承
す
る
体
制

を
整
え
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
若
手
の
育
成
に
よ
る

新
し
い
発
想
の
創
造
と
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
が
、
こ
れ

か
ら
の
嵯
峨
野
高
校
の
発
展
を
支
え
る
土
台
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
」（
小
川
副
校
長
）

＊物事や情報を論理的・構造的に考える思考法のこと

写真　３０テーマにも及ぶスーパーサイエンスラボの発表会は、２年生の２学期
に、１年生の他、保護者や大学関係者、地元中学校の教師などの学外の人も招
いて行う。ポスターセッションでは、生徒は来場者から発表内容に対する意見
を直接聞けるため、研究を更に深めるよいきっかけにもなる

図 2012年度　開講したラボのテーマ名

ラボは、学問分野に応じて該当する教科の教師が１～２人で受け持つ。ラ
ボの内容や外部講師については、生徒の要望、担当教師の専門性や人脈な
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